課題１：

下記の言葉を、warm/coolとsoft/hardの表現により、左図で配置せよ。

さらに、以下の言葉を自分のカラーイメージで想像し、そしてカラーイメージスケールに対応する場所で、右図で配置せよ。
清潔な　ほがらかな　行動的な　優雅な

1) この二つの図で配置した結果が一致であるか。授業に紹介した内容を参考し、理由を説明してください。
2) それらの結果を下ページの言語イメージに比べてください（できれば、他の人の結果も参照してください）。感想を書いてください。
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課題２：

カラーイメージスケールと言語イメージスケールを利用し、どういう感性システムを作れるか。一つ提案をしてください。そして、実現方法を述べてください（システム構成図）。
課題３：

前回にやったpaintingのSD法アンケートの調査データにより、第1共通因子と第2共通因子の因子負荷量ベクトルと因子得点ベクトルを計算してください（計算を簡単にするために、Ｄを０にする）。

以上の第1共通因子と第2共通因子の結果により、2次元平面で、各感性語に関わる因子負荷量のプロット及び各サンプルに関わる因子得点のプロットを作ってください。この2つプロットの配置により、感性語とpaintingの対応付けをしてください。

さらに、好きという言葉に近い感性語、また、サンプルが確かに自分に好きな感性語とサンプルであると確認してください。理由を述べてください。
課題4： 
前回にやったpaintingに関するイメージのSD法のアンケートにより、かわいい感性表現のカテゴリー評点aを予測する計算数式を書いてください。そして、各サンプルのかわいい感性表現に対する予測値を計算する数式を書いてください。さらに、結果を計算し、分析してください。（感性とデザイン要素の関係、アイテムの影響力、残差、重相関係数などから）。
アイテム．カテゴリー分類を下の通りである。
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アイテム　　　　　　　　　カテゴリー





色の種類　　　　　　　　　　単色、2色、多色


支配色　　　　　　　　　　　暖色、中間色、冷色


注目色　　　　　　　　　　　暖色、中間色、冷色








